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Ӊ஦開発の実デーλに৮Εɺ͋なたの研究੒ՌͰ৽たなӉ஦を૑Γग़ͦ͏

研究を始めるのに必要な知識・能力
　まずは、௒高信པ性がٻめられるӉ஦や自動車分野にڵ味があること。実ࡍのӉ஦分野のιフトウェΞ開発に関するデータを用いて、
新たな方法論を創造する研究となるため、ιフトウェΞ工学、౷ܭ学の基礎知識が必要。

研究室の指導方針
　学生自身で課題をநग़し、解決するための方法を創造するプロセスを体験することで、主体的に͑ߟるਓ材をҭ成します。म̍࢜೥
では、課題意識、ڵ味のあるテーマを自身で୳ࡧできるようにΞυόイスを行いながら研究テーマをߜりࠐみます。研究テーマに合っ
たӉ஦分野の実データを提ڙし課題நग़のための分ੳを行います。म̎࢜೥では、データに基ͮく方法論をߟ案し、実ূ実験を行い
ます。また、研究テーマにより、NASAやԤभӉ஦機関(ESA)との共同研究に参Ճしてもらいます。

この研究で身につく能力
　研究テーマにґらず、自身で͑ߟ、解決できるߟࢥ能力が身につく。また、ࣦ ഊがڐされない社会インフラシステムに必要な高信པ性、
҆全性֬保のために、重要となるෆ۩合・ࣦഊ要Ҽの基礎知識を習得でき、解決策となるιフトウェΞ開発技術、ιフトウェΞূݕ技
術をӉ஦分野での実ূ経験（ϊウϋウ、ཹ意点）を含めて習得でき、ࠓ後の応用力をつけることができる。

修了生の活躍の場
　Ӊ஦関連企業、1wCあらた؂ࠪ法ਓ、ଜా機械、෋࢜通

研究内容
ͱͯ͠Ґஔ͚ͮΒΕ͓ͯΓɺͦΕΒͷ௒高৴པੑΛ֬保͢Δ͜ͱ͸װΔࠜ͑ࢧՈ΍ਓ໋ͷ安全ΛࠃΈγεςϜ΍ࣾձΠϯϑϥγεςϜ͸ɺࠐ೔ɺ૊Έࠓ　
ࣾձ全ମͷ安全ੑΛ高ΊΔ্Ͱͷ࠷ॏཁ՝୊ͷ一ͭͰ ɻ͢௒高৴པιϑτ΢ΣΞγεςϜࣨڀݚֶূݕͰ͸ɺӉ஦ڀݚۭߤ։ൃڀݚ　ߏػ։ൃ෦໳　
ୈڀݚࡾϢχοτͷͭ࣋ɺӉ஦γεςϜʹ͓͚Δ௒高৴པੑ΍安全ੑʹؔ͢Δ͓ڀݚΑͼ実ફʹ͓͚Δ高͍実੷ʹ΋ͱ͍ͮͯɺڥ؀ݶۃͰ正͍͠ಈ作͕
求ΊΒΕΔιϑτ΢ΣΞͷ௒高৴པ ɾੑ安全ੑΛ実͢ݱΔͨΊͷιϑτ΢ΣΞํূݕ๏࿦Λ͠ڀݚ· ɻ͢ಛʹɺࡏݱͷॏཁ՝୊Ͱ͋Δɺਓ޻知ೳͳͲʹΑ
Δෆ֬ఆੑͷ͋Δෳࡶͳιϑτ΢ΣΞγεςϜͷূݕ໢ཏੑ保ূʹඞཁͳҎԼͷํ๏࿦Λڀݚɾ教ҭ͠· ɻ͢͜ΕΒͷڀݚ੒Ռ͸ɺӉ஦γεςϜʹݶΒ
ͳ͍ɺࣾձج൫γεςϜ全ൠͷ௒高৴པԽ΁ͷԠ༻͕ظ଴͞Ε͍ͯ· ɻ͢

1）高৴པੑɾ安全ੑূݕख๏
ϩόετੑٕূݕज़
·ɾ։ൃ͠ڀݚͷࣗಈੜ੒ΞϧΰϦζϜ΍ํ๏࿦Λڥ؀ূݕͷཁૉٕज़ɺূݕཁ求ΛؚΊͨϩόετੑ֎༷࢓　 ɻ͢

ಈԽٕज़ࣗূݕ
　γεςϜߏ੒ɺӡ༻৚݅ɺෆ۩合ύλʔϯϞσϧͳͲΛ༻͍ͨূݕέʔεࣗಈੜ੒ٴͼࣗಈ合൱൑ఆͷͨΊͷΞ
ϧΰϦζϜ΍ํ๏࿦Λڀݚɾ։ൃ͠· ɻ͢

2）高৴པੑɾ安全ੑධՁख๏
安全ੑධՁख๏
　γεςϜ安全෼ੳख๏（S5".1�S51"
 '3".）Λ༻͍ͨɺਓ޻知ೳͳͲʹΑΔෆ֬ఆੑͷ͋Δࠔ͕ূݕ೉ͳ
ιϑτ΢ΣΞγεςϜʹର͢Δূݕख๏ͷݕ౼ɻ·ͨ͸一ൠతͳ安全ཁ求ʹͮ͘ج安全ੑධՁख๏ͷཱ֬ɻ

Ϟσϧϕʔεϛογϣϯ੒ཱੑධՁख๏
　SZTNM΍6.-౳ͷϞσϧΛ༻͍ͨγεςϜઃܭΛ͢Δࡍʹɺ։ൃͷૣ͍ஈ֊͔Βϛογϣϯ੒
ཱੑΛධՁ͢Δख๏Λ͠ڀݚ· ɻ͢

໢ཏੑධՁٕज़ূݕ
　ෳ਺ͷιϑτ΢ΣΞγεςϜ͔Βߏ੒͞ΕΔଟछͷূݕ৘ใʹ͖ͮجιϑτ΢ΣΞγεςϜ全ମ
ͷূݕ໢ཏੑΛධՁ͢Δٕज़（ΞγϡΞϥϯεέʔεͳͲ）Λ͠ڀݚ· ɻ͢

ܽؕ఻ൖධՁٕज़
　ιϑτ΢ΣΞγεςϜ全ମͷܽؕϞʔυͷମܥԽٴͼͦͷγεςϜ΁ͷӨڹ౓ධՁख๏Λڀݚɾ
実ূ͠· ɻ͢

（写真左から）
客員教授：ยฏ　真࢙ masa-katahira@is.naist.jp
客員教授：ੴᖛ　௚थ ishihama@is.naist.jp

　˞બ୒できる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。
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� 
SEC joVrnal
 nVmber ��
 paHes ��-�� ����೥��݄
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҆全要ٻのద用性޲上に޲けたՄ視化の取り組み
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௒ߴ৴པιϑτ΢エΞγスςϜֶূݕ研究室
（ߏ研究開発機ۭߤ研究開発๏ਓӉ஦ཱࠃ）
http://staHe.tksD.jaxa.jp/jedi/+A9Alab/index.html　http://staHe.tksD.jaxa.jp/jedi/index.html

ਤ̍ʮϩόετੑٕূݕज़ɾ
　　ࣗಈٕূݕज़ͷ֓೦ਤʯ
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